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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

　新型コロナウイルス感染症の影響により、停滞している経済活動の活性化を図
るため、国庫支出金を活用して、市内の消費喚起を促すとともに、市民の負担軽
減を図る、市内限定のプレミアム付き商品券を販売します。市内全市民が購入可
能で、１人につき５千円の購入額で１万円分利用できます。

7月臨時会及び10月定例会7月臨時会及び10月定例会7月臨時会及び10月定例会
７月臨時会は、29日の１日間開催されました。
10月定例会は、８日から27日までの20日間で開催されました。

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

6億1,725万1千円を増額一般会計補正予算額

207億9,733万8千円補正後の予算総額

　緊急経済対策事業（地域活性化商品券の販売）
 ……………………………………………　2億9,668万5千円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた行動自粛などにより、経営
に影響を受けている市内飲食事業者を応援するとともに、市民の楽しい食生活を
支援するため、国庫支出金を活用して、登録店舗で使用できる食事券を市内全市
民に１人につき５千円分を無料で配布します。

　緊急経済対策事業（飲食業応援給付券の配布）
 ……………………………………………　1億4,588万5千円

　今冬の新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行
を警戒し、万全の体制で備えるために、インフルエンザの予防接
種を自己負担なしで受けられるよう、重症化リスクの高い高齢者
等のほか全ての接種希望者に対し、その費用への助成を行います。

　予 防 接 種 事 業…………………　5,861万8千円

〈 7月臨時会 〉



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

令和２年度一般会計歳出予算の
減額補正申し入れ

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

1億6,042万3千円を増額一般会計補正予算額

209億5,776万1千円補正後の予算総額

　市が管理する道路橋249橋は、５年に１回の頻度
で定期点検を行っており、本年度が２巡目にあたり
ますが、予定していた86橋に加えて、今回142橋分
の定期点検を行います。

　本市における新型コロナウイルス感染症対策対応に係る、経済対策や
医療体制の充実等の財源確保のため、有田市議会として、議会費につい
て、７月10日に304万円の減額補正を当局に対して申し入れをしました。

　道路維持補修事業…………………………　3,000万円

〈 10月定例会 〉



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

有田市議会議員政治倫理条例の趣旨有田市議会議員政治倫理条例の趣旨
　有田市議会は、誠実かつ公正にその職務を遂行してきましたが、これまで以上に、

議員が公職としての高い倫理観と良識を持ち、議会の権威と品位を重んじるととも

に、その秩序を保持し、市民からの信頼を更に得られるよう、有田市議会議員政治

倫理条例を制定しました。なお、この条例は、10月27日に公布し施行しています。

　（目的）

第１条　この条例は、市政が市民の厳粛な信託によるものであることを認識し、その

信託に応えるため、有田市議会議員（以下「議員」という。）の政治倫理に関する規

律の基本となる事項を定めることにより、議員の政治倫理の意識の向上及び確立に

努め、もって健全で民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。

　（議員の責務）

第２条　議員は、市民全体の代表者として、市政に携わる権能及び責務を深く自覚し、

地方自治の本旨に従って、その使命の達成に努めなければならない。

２　議員は、政治倫理に反する行為として市民の疑惑を招いた場合は、自ら疑惑を解

明し、その責任を明らかにしなければならない。

　（政治倫理基準）

第３条　議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。

（１）　常に市民全体の利益の実現を目指して行動し、その地位を利用して、いかな

る金品も授受しないこと。

（２）　その地位を利用して嫌がらせをし、強制し、又は圧力をかける行為をしては

ならないこと。

（３）　いかなる場合であっても人権侵害のおそれのある行為をしてはならないこと。

（４）　発言又は情報発信を行うときは、公人としての自覚及び責任を持って行い、

特定の個人又は団体に対して誹謗・中傷を行わないこと。

（５）　市が行う許可及び認可並びに指定管理者の指定又は請負その他の契約及び補

助金等の交付の決定に関し、特定の個人又は企業若しくは団体のために有利な取

り計らいをしないこと。

ひ ぼう

有田市条例第22号
　　　有田市議会議員政治倫理条例



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

（６）　地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第92条の２の趣旨

に従い、議員の親族若しくは議員自身が役員をしている企業若しくは団体又は議

員の親族が経営に携わっている個人商店が市等との間に締結する契約等に関し、

一切の関与をしないこと。

（７）　有田市職員（以下「市職員」という。）の採用及び人事に関し、特定個人の推

薦又は紹介をしないこと。

（８）　市職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に行

使するような働きかけをしないこと。

（９）　市から補助金を受けている団体を代表する役員に就任しないこと。

（10）　法令等を遵守し、議会及び委員会の決定事項並びに有田市議会申合せ事項に

ついて誠実に守ること。

　（審査請求）

第４条　議員が前条に規定する政治倫理基準に違反する疑いがあると認められるとき

は、市民にあっては法第18条に規定する選挙権を有する者の100分の１以上の連署、

市職員にあっては副市長並びに所属長及び職員の連署、議員にあっては議員定数の

８分の１以上の者の連署をもって、代表者から、当該議員が政治倫理基準違反の事

実を証する書面を添えて、議長に対し審査の請求（以下「審査請求」という。）をす

ることができる。

２　審査請求は、当該請求に係る行為のあった日から起算して１年以内に行わなけれ

ばならない。ただし、特別な事情があると認められるときは、この限りでない。

　（審査会の設置等）

第５条　議長は、審査請求を受けたときは、有田市議会議員政治倫理審査会（以下「審

査会」という。）を設置する。

２　審査会は、議員の中から議長が指名する委員６人以内をもって組織する。

３　審査請求をした議員は、審査会の委員になることができない。

４　審査会の委員は、当該事案の審査結果を議長に報告したときは、解任されるもの

とする。

５　審査会の委員は、審査の過程における情報等職務上知り得た秘密を漏らしてはな

らない。その職を退いた後も、また、同様とする。

　（政治倫理基準違反の審査等）

第６条　議長は、審査会を設置したときは、速やかに政治倫理基準違反の行為の存否

の審査を審査会に付するものとする。



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

２　審査会は、前項の審査を行うため、資料の請求、事情聴取等必要な調査を行うこ

　とができる。

３　審査会の会議は、公開するものとする。ただし、出席委員の３分の２以上の者の

合意により非公開とすることができる。

　（議員の協力義務等）

第７条　審査請求の対象となった議員は、審査会の要求があるときは、審査に必要な

資料を提出し、又は審査会の会議に出席して意見を述べなければならない。

２　審査会は、当該議員が前項の要求を拒否した場合は、その旨を議長に報告するも

のとする。

　（審査結果報告書の提出等）

第８条　審査会は、審査を終えたときは、議長に審査結果報告書を提出するものとする。

２　議長は、前項の審査結果報告書が提出されたときは、その審査結果を、審査請求

をした者に通知するとともに、その概要を公表しなければならない。

　（審査結果の措置）

第９条　議長は、審査会から報告を受けた事項を尊重し、政治倫理基準に違反したと

認められる議員に対して、議会の名誉と品位を守り、市民の信頼を回復するため、

必要な措置を講ずるものとする。

　（議長職務の代行）

第10条　議長が審査請求の対象になったときは副議長が、議長及び副議長がともに審

査請求の対象になったときは議会運営委員会委員長が、この条例に規定する議長の

職務を行う。

　（委任）

第11条　この条例の施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。

　　付　則

　（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。

　（経過措置）

２　この条例の施行の際、現に第３条第９号に規定する役員の職にある者については、

当該職の任期が満了するまでの間は、同号の規定を適用しない。



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午 前 10 : 00 】 令和2年10月22日

2
岡 田 行 弘
【一 問 一 答】
（公　明　党）

3 堀 川 　 明
（政糺クラブ）

1 中 谷 桂 三
（市民クラブ）

１．有田市観光に悪影響を与えそうな箇所の対策について
　　⑴改善策について
２．部活動指導員の職務について
　　⑴職務拡大（学校外での活動の引率）について
３．新箕島中学校舎建設について
　　⑴新築工事設計進捗状況について
４．新型コロナウイルス感染症対策について
　　⑴小中学校及び保育所の対応について
　　⑵自然災害時の避難対応について
　　⑶有田市独自の対応について

１．地域共生社会の実現に向けて
　　⑴断らない相談支援（重層的支援体制整備事業）について
２．学校生活の向上について
　　⑴児童生徒の脊柱側弯症について

１．市有地の活用（利用）計画について
　　⑴中学校統合後のそれぞれの活用計画
　　　①初島中学校
　　　②保田中学校
　　　③文成中学校
　　⑵旧土地開発公社での所有地の現状について

【 午 後 1 : 00 】

5 西 口 正 助
（無　会　派）

4 小 西 敬 民
（日本共産党）

１．望月市長の今後の取り組み姿勢について
　　⑴日本一の中学校づくりについて
　　⑵市立病院の将来構想について
２．緊急小口資金貸付事業について
　　⑴有田市における実績について
３．令和元年度決算について
　　⑴国民健康保険決算、基金積立金について
　　⑵決算意見書、監査委員からの提言について
４．加齢性難聴対策を問う

１．市長所信表明から
　　⑴「新中学校」建設、開校について
　　⑵健康対策について
　　⑶防災対策について
　　⑷安心安全な医療の提供体制の充実について
　　⑸新ごみ処理施設建設事業の推進について

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより
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光
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①
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。
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。
③
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５
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④
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。

　　

①
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お
り
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協
議
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き
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。
②
令
和
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ら
継
続
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に
、
樹
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採
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環
境
整
備
を

進
め
て
お
り
、
次
年
度
以
降
で
対

応
し
て
い
く
予
定
で
す
。
③
美
化

整
備
を
継
続
し
つ
つ
、
歩
道
整
備

等
も
含
め
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利
用
者
が
気
持
ち
よ

く
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え
る
環
境
管
理
に
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め
て
い

き
ま
す
。
④
当
看
板
を
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用
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警
察
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と
、
所
有
者
の
和
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山
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協
会
で
、
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部
老

朽
化
に
伴
い
、
撤
去
す
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検
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さ
れ
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い
ま
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。

　　

脊
柱
側
弯
症
の
疑
い
が
あ
る

人
を
見
つ
け
る
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の
検
査
に
、
精

度
の
高
い
モ
ア
レ
検
診
が
必
要
だ

と
、
思
い
ま
す
が
市
の
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　　

現
在
、
和
歌
山
県
に
お
い
て

は
、
和
歌
山
市
の
み
が
モ
ア
レ
検

診
を
導
入
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
現
状
も
踏
ま
え
た
上

で
、
学
校
医
な
ど
関
係
者
の
見
解

も
お
聞
き
し
、
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

断
ら
な
い
相
談
支
援
（
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
）
に
つ
い
て

　　

来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
ど
う
取
り
組
む
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　　

制
度
の
狭
間
に
い
る
方
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
社
会
と
の
繋

が
り
づ
く
り
に
向
け
た
参
加
支
援

や
世
代
や
属
性
を
超
え
て
交
流
で

き
る
居
場
所
な
ど
を
設
置
す
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
庁
内
は
勿

論
の
こ
と
他
の
支
援
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
社
会
資
源
の
育
成

に
努
め
早
期
に
事
業
が
、
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

質

質

質答

児
童
生
徒
の
脊
柱
側
弯

症
に
つ
い
て 

他

答

岡田行弘議員

中谷桂三議員

国道42号沿線きしゅう君看板

有
田
市
観
光
に
悪
影
響

を
与
え
そ
う
な
箇
所
の

対
策
に
つ
い
て 

他

答1）脊柱側湾症…早めの発見を 保護者記入欄

４つのチェックポイント
①　両肩の高さに差が
　　ある
②　両肩甲骨の高さ・
　　位置に差がある
③　左右の脇線の曲が
　　り方に差がある
④　前屈した左右の背
　　面の高さに差があ
　　る

①
②
③ ④

「児童生徒等の健康診断マニュアル　平成27年度改訂」28ページ
（「運動器検診保健調査票」千葉県医師会作成）より抜粋



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

質

保田中学校

　　

新
中
学
校
建
設
（
箕
島
中
学

へ
）
開
校
に
向
け
設
計
中
で
あ
る

が
、
初
島
、
保
田
、
文
成
中
学
校

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
。

　　

令
和
４
年
度
に
初
島
中
学
を

箕
島
中
学
に
先
行
統
合
し
、
令
和

６
年
度
に
保
田
、
文
成
も
合
わ
せ

た
新
中
学
「
有
和
中
学
校
」
の
開

校
に
向
け
進
め
て
い
る
。
初
島
中

学
は
、
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関

す
る
教
育
事
業
機
関
の
誘
致
を
協

議
中
で
す
。
文
成
中
学
は
宮
原
小

学
校
が
移
設
し
小
学
校
用
地
の
活

用
を
地
域
の
自
治
会
・
保
育
所
・

小
中
学
保
護
者
の
代
表
等
と
用
地

活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

必
要
な
機
能
に
つ
い
て
ご
意
見
を

頂
く
取
組
を
進
め
て
お
り
、
保
田

中
学
跡
地
に
つ
い
て
も
地
域
の
声

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　　

保
田
地
区
の
要
望
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
市
立
病
院
は
増
設
な

ど
で
導
線
も
悪
く
、
起
債
の
償
還

後
は
保
田
中
学
の
跡
地
に
新
病
院

を
建
設
し
て
は
如
何
か
と
提
案
す

る
。

　　

建
替
え
に
つ
い
て
は
基
本
構

想
を
策
定
す
る
方
針
で
あ
り
、
圏

域
の
中
核
病
院
と
し
て
ど
ん
な
機

能
、
規
模
等
と
す
る
か
基
本
構
想

を
練
り
効
果
的
な
活
用
と
な
る
よ

う
提
言
も
参
考
に
考
え
ま
す
。

質

質答

答

　　

望
月
市
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

　

新
中
学
校
の
運
営
は
、
一
人
親

家
庭
・
経
済
困
難
家
庭
や
、Ｌ
Ｄ

（
学
習
障
害
）
等
の
対
策
は
。

　　

子
ど
も
の
貧
困
は
、
社
会
問

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
障
が
い

児
童
・
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
も

学
習
権
を
保
障
出
来
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　　

市
立
病
院
の
将
来
構
想
に
つ

い
て
は
。

　　

有
田
圏
域
を
視
野
に
、
周
産

期
・
救
急
・
小
児
・
災
害
・
感
染

症
医
療
等
の
体
制
強
化
の
た
め
、

市
立
病
院
の
経
営
見
直
し
も
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
一
日
の

検
査
数
は
。

　　

15
名
程
度
で
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
の
貸

付
制
度
利
用
と
金
額
は
。

　　

小
口
資
金
貸
付
で
１
０
３
件
、

総
合
支
援
貸
付
で
２
２
８
件
、
金

額
で
８
千
６
１
８
万
円
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　　

生
活
保
護
受
給
実
態
は
。

　　

高
令
者
１
１
０
世
帯（
71
％
）、

障
病
18
世
帯
、
障
害
17
世
帯
、
母

子
２
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

国
保
基
金
活
用
を
。

　　

急
激
な
税
率
改
正
を
避
け
、

安
定
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　　

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
新
設

を
。

　　

次
回
ニ
ー
ズ
調
査
実
施
時
に

項
目
の
追
加
を
検
討
し
ま
す
。

質答

質 質答答 質質答 答 答

答

市
有
地
の
活
用（
利
用
）

計
画
に
つ
い
て

望
月
市
長
の
今
後
の
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て 

他

有田市立病院

質

堀川　明議員

小西敬民議員
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有田市役所

　　

新
中
学
校
「
有
和
中
学
校
」

建
設
開
校
に
つ
い
て
、
市
長
は
、

所
信
表
明
で
、
様
々
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
な
が
ら
現
在
、
基
本
設
計
か

ら
実
施
計
画
に
映
ろ
う
と
し
て
い

る
。
今
後
は
、
令
和
６
年
４
月
開

校
に
向
け
て
通
学
路
の
防
災
対
策

を
含
め
環
境
を
整
え
る
。

　

又
、
教
育
の
質
を
上
げ
る
た
め

の
議
論
も
重
ね
な
が
ら
「
日
本
一

の
中
学
校
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た

い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
具
体
的
に
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

　　

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
に
お

い
て
様
々
な
環
境
を
整
え
る
。

　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、危
険
箇
所
は
順
次
改
修
す
る
。

ま
た
、
自
転
車
以
外
の
通
学
手
段

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
利
用
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
を
考
え
、
登
下
校
に
支

障
が
な
い
様
に
計
画
中
。
次
に
、

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
中
学

校
の
校
舎
・
体
育
館
は
、
災
害
時

に
も
耐
え
ら
れ
る
強
靭
な
建
物
と

し
、
た
と
え
浸
水
し
て
も
地
域
の

避
難
所
と
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
造
っ

て
い
く
。

　

教
育
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、

現
在
、
知
・
徳
・
体
に
郷
土
愛
を

加
え
、
礼
儀
・
思
い
や
り
・
感
謝

と
い
っ
た
美
徳
を
大
切
に
す
る
教

育
を
推
進
し
、
文
武
両
道
、
体
力

と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目

指
し
た
い
。

質答 市
長
所
信
表
明
か
ら
に

つ
い
て 

西口正助議員

令和２年10月定例会より
録画配信（YouTube）をはじめました
令和２年10月定例会より
録画配信（YouTube）をはじめました
令和２年10月定例会より
録画配信（YouTube）をはじめました

有田市議会の本会議（録画）を、YouTube（ユーチューブ）「有田市
議会チャンネル【公式】」で配信します。
パソコンのほか、スマートフォン等でもご覧いただけます。
・録画中継は、原則として当該本会議閉会後、速やかに配信されます。
・録画中継の配信期間は、当該本会議が閉会した日からおおむね１年間です。
・配信している録画中継は、有田市議会の公式記録ではありません。 
・YouTube（外部サイト）上の企業広告等は、有田市議会とは一切関係ありません。
・録画中継が正常に視聴できない、あるいは視聴することにより何らかの損害が生じ
た場合においても、有田市議会は一切責任を負いません。 
・インターネット回線の状況やYouTube側のメンテナンス、そのほか視聴者側のパ
ソコン環境などにより、映像や音声が途切れる、または停止するなど正常に視聴で
きないことがあります。
・スマートフォンによる視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、
通信事業者から高額な料金を請求される場合がありますので、特にご注意ください。
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賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名
議案名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長

議長

議長

議長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

決算第１号

決算第２号

決算第５号

決算第６号

結
　
　
果

浜
口
　
元
司

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

宇
野
　
博
治

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

中
谷
　
桂
三

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

市
民
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

政
糺
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

議
　
員
　
名

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対

議案第56号
議案第57号
議案第58号
議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
決算第 1 号
決算第 2 号
決算第 3 号
決算第 4 号
決算第 5 号
決算第 6 号
決算第 7 号
決算第 8 号
報 第 2 号
報 第 3 号
発議第 1 号

意見書案第3号

意見書案第4号

意見書案第5号

有田市印鑑条例の一部を改正する条例
有田市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
令和２年度有田市一般会計補正予算（第６号）
令和２年度有田市一般会計補正予算（第７号）
令和２年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和２年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和２年度有田市立病院事業会計補正予算（第３号）
動産の買入れについて
令和元年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
令和元年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
令和元年度決算に基づく有田市健全化判断比率について
令和元年度決算に基づく有田市資金不足比率について
有田市議会議員政治倫理条例
防災・減災、国土強靭化対策と地域経済復興に向けた社会資本整備の更なる推進
を求める意見書の提出について
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について
後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書の提出について

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
報告
報告
可決

可決

可決

可決

議案番号 件             名 議決年月日 可否

令和2年10月定例会審議結果表令和2年10月定例会審議結果表

2.10.27
〃
2.10.8
2.10.27
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
2.10.8
〃

2.10.27

〃

〃

〃

議案第54号
議案第55号

令和２年度有田市一般会計補正予算（第５号）
令和２年度有田市立病院事業会計補正予算（第２号）

可決
可決

議案番号 件             名 議決年月日 可否

令和2年7月臨時会審議結果表令和2年7月臨時会審議結果表

2.7.29
〃
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議会広報編集委員会
委員長：中谷桂三　副委員長：上野山善久
委員：岡田行弘・池田敦城・小西敬民・成川満

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392  和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

　９月議会の開会が10月にずれ込みましたが、
精力的に、活発な運営のもと無事終了いたしま
した。通常９月は、決算議会ですので市民生活
への影響は、おさえられましてホッとしていま
す。単年度でありますが、インフルエンザ接種
費用、高齢者等の方は無料となりました。新型
コロナ感染と同時流行する予想ですので、接種
に参加して下さい。コロナ禍の議会運営での不
用額が捻出されましたので、市政運営にと返納
しました。今議会の一般質問の様子は、SNS
で録画放映されています。　　　　　　（小西）

市民会館イベント
市民参加劇「有田川」（１１月７・８日）

皆様の議会傍聴を
是非お待ちいたしております! 
次回は12月に開会予定です。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

（☎83-2443）

秋の叙勲（地方自治功労）受章
（辻本意典氏・万賀幸雄氏）

市の
話題
市の
話題
市の
話題
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